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［成果の内容］ 

農環研保有の健全トマト植物体から分離された微生物株の懸濁液をトマト苗の根部に

処理後、病原菌に汚染された土壌を充填したポットに移植した結果、Paenibacillus に属す

る細菌 2 菌株（12HD2 株、42NP7 株）が、根腐萎凋病の特徴である根部の褐変を軽減す

ることを明らかにしました（図１）。この 2 菌株の発病抑制効果は、細菌懸濁液を定植前の

苗の根部に灌注しておくことで、圃場でも有意に発病を抑制しました（図２）。この 2 菌株

の特徴は、1．病原菌に直接的な抗菌活性を示さないこと、2．根面への定着能が高いこと、

3．処理した根部で低分子抗菌性成分の蓄積が見られること、さらに、4．根部処理で植物

体の根や葉における病害抵抗性関連タンパク質遺伝子の発現が有意に高まること（図３）

等から、細菌が根部に定着することで、ちょうど免疫力が高まったかのように植物の病害

抵抗性が全身的に誘導され、発病が抑制されると考えられました。 

今回選抜した 2 菌株は、生存性が優れ大量培養も容易なことから、これらを用いること

で、適用がある農薬の種類が少ない土壌病害に対する新たな微生物農薬を開発できる可能

性があります。また、これらは植物の病害抵抗性を全身的に引き起こすため、土壌病害だ

けでなく地上部病害にも利用できる可能性も期待されます。 
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植物の土壌病害への抵抗性を強くする細菌株の選抜 

［要約］ 

土壌病害に対する微生物農薬として有望な細菌 2 菌株を、当研究所の作物生息微生物イ

ンベントリーから選抜しました。両細菌株をトマト苗の根部に処理することで、根腐萎

凋病が抑制されること、植物体の病害抵抗性が誘導されることを明らかにしました。 

［背景と目的］ 

微生物農薬の利用は、化学合成農薬の使用量削減や環境保全型農業の推進に役立ちま

すが、土壌病害に対して開発された種類は少なく、更なる開発が求められています。そ

こで、トマトの重要土壌病害である根腐萎凋病を対象に、微生物農薬として活用できる

微生物株を探索・選抜し、その圃場での効果や発病抑制機構の解明を行いました。 
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図２  Paenibacillus sp. 

42NP7株および 12HD2株の圃

場におけるトマト根腐萎凋

病の発病抑制効果 

 

42NP7株および 12HD2 株の細

菌懸濁液を、根部に予め灌注

処理しておいたトマトポッ

ト苗を定植することで、発病

度（根の褐変の程度で算出）

の低下が確認されました。 

図１ 微生物インベントリ-

保 存 菌 株 （ Paenibacillus 

sp. 12HD2 株）のトマト根腐

萎凋病の発病抑制効果 

 

12HD2株の細菌懸濁液をトマ

トポット苗の根部に予め灌

注しておくことで、その後の

病原菌による発病（根の褐

変）を抑制することができま

した。 

 
無処理（発病）根    12HD2 株処理根 

 

 

図３  Paenibacillus sp. 

42NP7株および 12HD2株を根

部に処理したトマト苗にお

ける病害抵抗性関連遺伝子

の発現（RT-PCR により解析） 

 

42NP7株および 12HD2株の処

理により、苗の根および葉の

両方で、抵抗性関連遺伝子

（PR-1,PR-3）が対照（大腸菌

処理）よりも強く発現しまし

た。 
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